


＜かけがえの無い欠片＞

 
かけがえの無い欠片を拾った君　

握り締めていた筈の手の中には

かけがえの無い欠片はすでに無かった　

かけがえの無い欠片を

いつ　どこで落としたんだろう？　

かけがえの無い欠片なのに……

君は落としてしまっただろう時間を遡る　

どんどん　どんどん遡る

だけど

かけがえの無い欠片を落としただろう時間は

何処にも無い　

時間を遡っても見つからないなら

落としただろう場所を探しに行こう

君はそれから

落としてしまっただろうかけがえの無い欠片を

探す旅に出たきり

そんな君に一つだけ言い忘れていたことがあった

かけがえの無い欠片は　僕も持っていたということ

そして僕もそれを　落としてしまったということ

かけがえの無い欠片は

今も何処かの誰かが落としているのだろう

そしてそのかけがえの無い欠片を

いつかまた誰かが拾うのだろう


